
ａ ㎡

　（〒 - )

ａ ㎡

ａ ㎡

ａ ㎡

ａ ㎡

交付申請者管理コード 共済加入者コード 農業共済加入状況（含加入予定）記入欄 ａ ㎡

※加入している又は加入予定の場合は「○」を記入

※「R４・R５」開始の一括交付方式については、前年度に一括交付を希望した者のうち、今年度も継続して一括交付を希望する場合に「○」をつけてください。

a ㎡ a ㎡ a ㎡

a ㎡ a ㎡ a ㎡

a ㎡ a ㎡ a ㎡

※ R4年において、既に、水田農業高収益化推進助成により高収益作物定着促進支援を受けた農地が含まれる場合は、当該面積は対象面積から差し引いて記入する。

ａ ㎡ ａ ㎡

ａ ㎡ ａ ㎡

ａ ㎡ ａ ㎡

ａ ㎡ ａ ㎡

ａ ㎡ ａ ㎡

ａ ㎡ ａ ㎡

ａ ㎡ ａ ㎡

ａ ㎡ ａ ㎡

ａ ㎡ ａ ㎡

ａ ㎡ ａ ㎡

ａ ㎡ ａ ㎡

ａ ㎡ ａ ㎡

ａ ㎡ ａ ㎡

ａ ㎡ ａ ㎡

ａ ㎡ ａ ㎡

ａ ㎡ ａ ㎡

ａ ㎡ ａ ㎡

ａ ㎡ ａ ㎡

農地の利用計画記入欄(農地転用を行った場合は、その転用面積は本

タカナリ

1

0017 0001 下町５ 1 1

10 ○40 10 40
下町５ 1 飼料作物（牧草）

50 20 50 20

0018 0001

30 11 30 11
新市場開拓米

20 40 20 400001 下町３ 3 1 小麦

0016 0001 下町４ 1 1 加工用米

0015

33 33 33 33

29 110014 0001 下町２ 1 1 飼料用米・生もみ
29 11

50 25 50 25

0013 0001 下町１ 1 1 調整水田

0012 0001 中野６ 1 1 キャベツ

0011 0001 中野５ 1 1 37 45 37

30 33 30 33
大豆

45

0010 0001 中野４ 1 1

0009 0001 中野３ 1 1

なたね

12 29 12 29
ブルーベリー

17 55 17 55

6 23 6 230008 0001 中野２ 2 1 白菜 ○

0007 0001 中野１ 1 1 そば

17 55 17 55

40 22 22

0006 0001 上野６ 1 2

0005 0001 上野５ 2 1 40

0004 0001 上野４ 1 1 飼料用米
100 25 100 25

11 29 11 29

0003 0001 上野３ 1 1 41 29 41 29

80 25 80 25

0002 0001 上野２ 1 1 飼料作物（子実用とうもろこし）

0001 上野１

品種名

農地の番号

1

は種
の

有無
（注6）

自家
消費
該当

作期
（注
3）

面積
（本地面積）

作物作付面積
（注4）

作物名
（注5）

多収
品種
(注7)

住所

123

45

4567

畑地化促進事業・定着促進支援の交付方式

春まき

で
法人経営形態

畑地化促進事業のうち定着促進支援関係

高収益作物定着促進支援
開始年 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

対象面積※ 12 29

Ｒ６

対象面積 37

麦

小麦

ほ

場

　
欄

（
注
３

）

年産における経営所得安定対策等の交付金に係る対象作物の作付面積等を申告します。）

○○農政局長　殿（北海道農政事務所長、内閣府沖縄総合事務局長）※地域農業再生協議会長経由

年産における農地の利用計画を申請します。

（    

耕地番号 分筆番号

R4 1 主食用米0001

畑作物定着促進支援
開始年 Ｒ４ Ｒ５

東京都千代田区霞が関１－２－１ 秋まき

（1） ゲタに申請する方は、必ず、生産予定面積を記

様式第２号A

水稲生産実施計画書　兼　

対象畑作物 生産予定面積※１ 対農林　太郎

畑作物の直接支払交付金（ゲタ
（認定農業者、要件を満たす集落営農

作成者
氏名又は

法人、
組織名

フリガナ ノウリン　タロウ

法人、
組織の
代表者
氏名

フリガナ

電話 012-345-6789

（5） 大豆は、数量払の対象とならない種子用大豆

（4） 小麦は、「春まき」と「秋まき」に区別した面積。

（3） 麦は、数量払の対象とならない種子用麦及び
Ｒ４・Ｒ５開始

Ｒ６開始

一括交付方式

（7） なたねは、数量払の対象とならない食用植物油

一括交付方式

分割交付方式

分割交付方式○

○ ○○

水田活用の直接支払交付金のうち水田農業高収益化推進助成関係

対象面積

開始年
高収益作物定着促進支援

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

地名・地番、
大字、字、
集落地番

交付
対象
農地
区分
(注1)

水稲
作付

最終年
（注2）

WCS用稲

○

大豆

小麦

○ ○

（6） そばは、数量払の対象とならない種子用を除い

人）

（注1） 「交付対象農地区分」欄は、交付対象水田は「１」、交付対象外水田は「２」、畑地は「３」と表記することで区別する。なお、畑地化に取り組む場合は、取組年度においては「１」を、取組の翌年
物畑地化支援及びその他畑地化支援に取り組む場合は、畑地化取組後であっても、高収益作物定着促進支援及び畑作物定着促進支援の支援期間においては「1」を記入する。

（注2） 前年度以前で、水稲を作付けた最終年を記入する。（ただし、令和３年度以前の水稲作付最終年の記入は不要。）

はだか麦

95

六条大麦

収

収

水稲 麦 大豆 そば てん菜
でん粉原料用

ばれいしょ

（構成員

農作物共済 畑作物共済

大豆

※１　ゲタに係る対象畑作物ごとの「生産予定面積」は、

□ 個人 □
集落営農

□

二条大麦

FAX
37

（2） 水田、畑、二毛作の区分に限らず、作付面積の

※２　「収穫後交付を希望する」の欄は、数量払の交付申
のみ「する」に○を付ける。なお、一部の品目のみ希

　希望する対象作物名を記入する。

（４）営農計画書の記載例
印字されている氏名、住所などをご確認ください（押印は不要です）。訂正が必要な場合
は、訂正内容が分かるよう記入してください。

ほ場ごとに作物別の作付面積等を記入してください（記入されている場合は内容を確
認していただき、訂正が必要な場合は、訂正内容が分かるよう記入してください。）。

【作物名、は種の有無】
作物として牧草が該当する場合、作物名に
は飼料作物（牧草）と記入し、当年度にお
いて、は種を行う場合には、は種の有無の
欄に「○」を付けてください。

【農業共済加入状況（加入予定）記入欄】
加入している又は加入予定の場合は「○」を付けてください。

【作期】
二毛作の場合は「２」となります。例えば、
小麦を基幹作物とし、そばを裏作とすると
きは、小麦の作期を「１」、そばの作期を
「２」と記入してください。

【水稲作付最終年】
前年度以前で、水稲を作付けた最終年を記入してください。（た
だし、令和３年度以前の水稲作付最終年の記入は不要）例えば、
令和４年度に水稲を作付けた場合には、令和６年度の営農計画書

提出時に「Ｒ４」と記入してください。

【畑地化促進事業のうち定着促進支援】
畑地化促進事業のうち定着促進支援に取り組む場合は、開
始年ごとに対象面積を記入してください。

【交付対象農地区分】
水田活用の直接支払交付金の対象農地について、交付対象水田は
「１」、交付対象外水田は「２」です。畑地は「３」です。
地域農業再生協議会に確認の上、記入してください。



㎏/10a

㎡ ａ ㎡ kg ａ ㎡ kg ａ ㎡

㎡ ａ ㎡ kg ａ ㎡ kg ａ ㎡

ロール

㎡ ａ ㎡ kg ａ ㎡ kg ａ ㎡

㎡ ａ ㎡ kg ａ ㎡ kg ａ ㎡

㎡ kg ａ ㎡ ａ ㎡

㎡ kg ａ ㎡

kg ａ ㎡

kg ａ ㎡

kg ａ ㎡

ａ ㎡

kg ａ ㎡

kg ａ ㎡

kg ａ ㎡

※１ ①及び②については「需要に応じた米の生産・販売の推進に関する要領」に基づく契約数量等を記入すること。

多収品種以外

飼料用
米（生も
み除く）

飼料用
米（生も

み）

多収品種

青刈り稲

うちコメ新市場事業
対象を除く

2,511

29

50

50

（
※
１

）
新
規
需
要
米
①

※２　米粉用米、新市場開拓用米及び加工用米について、「うちコメ新市場事業対象を除く」欄には、コメ新市場開拓等促進事業に申請して
い

は本地面積及び作付面積から除いてください)

うちコメ新市場事業
対象

備考

○

R3 ○

R5 R5

○ R6R6 ○

○ ○

住所地・氏名

畑作物
定着
促進
支援

開始年
（注16）

畑作物
産地
事業

（R５補
正）対象
（注17）

コメ
新市場
開拓事
業対象
（注19）

別途実
施事業
該当

（注20）

高収益
作物
のみ

（注10）

うち加
工・業務

用
（注15）

R７
畑地化
の意向
（注18）

畑地化
（注９）

畑地化
促進
事業

（R５補
正）該

当
（注11）

畑地化
促進
助成

（R６当
初）該当
（注12）

水田農
業高収
益化推
進計画
該当

（注13）

高収益
作物定
着促進
支援開
始年

（注14）

地権者（権原を有する者）（注８）

そば

でん粉原料用
ばれいしょ

水稲単収

なたね WCS用稲

を記入する。

　兼　営農計画書

対象畑作物 生産予定面積※１ 出荷・販売契約数量

農業者記入欄

ゲタ）に係る生産予定面積
営農、認定新規就農者が対象）

多収品種

多収品種以外
1,456 11大豆及び黒大豆を除いた面積。

積。

及び麦芽原料用麦（ビール用麦等）を除いた面積。

物油脂用以外のものを除いた面積。

除いた面積。

翌年度以降は「２」又は「３」を記入する。ただし、高収益作

○ R3 ○

11

うちコメ新市場事業
対象を除く

収穫後交付希望作物
名

収穫後交付を希望する
※２

主食用米

うちコメ新市場事業
対象を除く

4,013 80 25

12,000 41

30

備蓄米

てん菜 （※２）米粉用米

30 33

うちコメ新市場事業
対象

17 55

5,025 100 25
は、下記（1）～（7）を参照の上、記入する。

用　　途

水稲用途別作付面積

令和 年産 申請年月日 令和 　 年 　 月 　 日

用　　途

農業者記入欄

出荷・販売契約数量 生産予定面積

うちコメ新市場事業
対象 1,506 30 11

1,506

合　　計

（※１）（※２）加工用米②

生産予定面積

29

22

222,511

（※２）新市場開拓用米

積の合計。

付申請後に面積払の交付を希望する場合
み希望する場合は、下欄に収穫後交付を

畑作物の直接支払交付金を申請される方は、実際の作物ごとの作付面積（予定面積を含
む）を必ず記入してください。

【米粉用米、新市場開拓用米、加工用米】
コメ新市場開拓等促進事業に申請していない
面積と、申請した面積をそれぞれ記入してく
ださい。

【自家消費該当】
出荷・販売を一切
行っていない場合は
「○」を付けてください。

【多収品種、品種名】
区分管理で米粉用米、飼料用米の作
付に取組む場合において、多収品種
を用いる場合は「１」、それ以外の
場合は「２」と記入してください。
また、「１」の場合は「品種名」欄
に品種名も記入してください。

【コメ新市場開拓事業対象】
コメ新市場開拓等促進事業に
取り組む場合は「○」を付けて
ください。

【畑作物産地事業（Ｒ５補正）対象】
畑作物産地形成促進事業に取り組む場
合は 「○」を付けてください。

【Ｒ７畑地化の意向】
畑作物産地形成促進事業において、Ｒ
７年度に畑地化に取り組む場合は「○」
を付けてください。

水稲を作付される方は、
用途別に記入してください。

【畑地化】
畑地化に取り組む場合は対象年度を記入
してください。

【畑地化促進事業（Ｒ５補正）該当】
畑地化促進事業（Ｒ５補正）に取り組む
場合は「○」を付けてください。

【畑作物定着促進支援開始年】
畑作物定着促進支援の対象ほ場は支援開
始年を記入してください。

【高収益作物のみ】
畑地化の取組後、５年以上継続して基幹
作で高収益作物を作付けする場合は「○」
を付けてください。

【水田農業高収益化推進計画】
水田農業高収益化推進計画に位置づけら
れている作物を作付けする場合は「○」を
付けてください。

【高収益作物定着促進支援開始年】
高収益作物定着促進支援の対象ほ場は支
援開始年を記入してください。

【うち加工・業務用】
加工・業務用の野菜・果樹で高収益作物
定着促進支援に取り組む場合は「○」を付
けてください。

なお、令和４年度以前から高収益作物定
着促進支援の取組を開始した方が輪作に
取り組む場合は、備考欄に「輪作」と記
入してください。

する
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